
本庁被災時の業務代行の概要
平成24年5月29日
気 象 庁

気象庁本庁（東京）

気象警報
平成２４年 ５月 ３日０６時０４分 気象庁予報部発表
（（伊豆諸島北部では３日朝まで、東京地方では３日昼前まで、
土砂災害に警戒して下さい。
東京地方では、３日朝まで河川の増水に警戒して下さい。））
千代田区 ［警報］なし ［注意報］雷，強風
中央区 ［警報］なし ［注意報］大雨，雷，強風，波浪，洪水
港区 ［警報］なし ［注意報］大雨，雷，強風，波浪，洪水
新宿区 ［警報］なし ［注意報］大雨，雷，強風，洪水
文京区 ［警報］なし ［注意報］大雨，雷，強風，洪水

地震・津波業務

火山監視業務

気象予報・観測業務

業務継続不能
被災して

業務継続不能

代行手順 代行官署

現場の責任者（全国班
長）が判断して、大阪管
区気象台に代行を指示

（東京と大阪間の連絡途
絶時は、大阪の判断で
代行）

気象予報や気象観測シ
ステムの運用については、
担当部課長等が判断して、
代行官署に代行を指示。

（東京と代行官署間の連
絡途絶時は、代行官署の
判断で代行）

担当部課長等が判断して、
仙台管区気象台に代行を
指示

（東京と仙台間の連絡途
絶時は、仙台の判断で代
行）

大阪管区気象台

＜全国の気象予報＞

東京都清瀬市の本庁施
設に要員を派遣し代行
（要員の参集等、準備が整
うまでの間は、大阪管区気
象台が代行）

＜東京の気象予報＞

名古屋地方気象台又は
新潟地方気象台
＜気象観測システムの運用＞

大阪管区気象台

仙台管区気象台

地震計空振計

ＧＰＳ 遠望カメラ

傾斜計



津波警報等の発表作業

東京（気象庁本庁）

大阪（大阪管区気象台）

≪並行作業≫
震源、地震の規模
（マグニチュード）の推定
情報の作成

24時間TV会議接続
衛星携帯電話配備
データのオンライン共有
同等のシステム・設備を保有

緊急地震速報
津波警報
地震情報

等発表

平成24年5月29日
気 象 庁

気象庁・他機関(*)
の観測施設

(*)他機関：
自治体、防災科学技術研究所、
国土交通省港湾局、国土地理院、
海上保安庁、大学 等

震度観測施設

地震観測施設

≪全国の観測データ≫
震度データ
地震波形データ
緊急地震速報データ
津波(潮位)データ

ひずみ計データ 等

全国班長

通常時：
東京または
大阪から発表

東京連絡途絶時：
大阪管区気象台
の判断により大
阪から発表

東京と大阪の
両方に伝送

潮位観測施設

東京・大阪双方の
作業の監督・指示
情報発表の判断・指示


